領域実践交流シート

千歳市立北栄小学校　加藤裕之　2010/2/15
	見つかった課題
	現在、学校職員の評価制度において、学校事務職員の自己目標シートは、『学校事務の実務』と『校務分掌等』となっており、道教委の例示を見ると、現在、我々のすすめる学校間連携の礎である領域とはほど遠い『５項目』（処理的）な内容が示されている。この例示は見方を変えると、『学校事務職員の仕事はこんな事ですよ！』と本音のところでは認識している現われでもある。本来、自己目標シートは事務運営計画をもとに作成されるものであることから、まずは本校の運営計画に着目してみた。北栄小の運営計画は、従前より校務分掌業務と混在の１本立てであるが、記述内容において、財政財務・教育情報活動部分を『事務職員の主体的業務』と明記してあった。しかし、混在はあくまでも混在であり、他の教職員や外部から見て、認知・定着度が希薄なことから、今回２本立てで提案を行ってみた。

	課題解決に向けた行動の経過
	年度末反省、新年度計画会議に係る分掌部会（環境部＝管理係・環境係・事務係）において、別紙の内容で提案し、了承を得る。その後の本会議においても、特に質問・意見の出ることはなく、すんなり了承された。

	行動する上で見えたこと
	提案について、分掌業務内容は特に変更もなかったことから、『北栄小の事務職員は今までの通りの仕事をします。但し、主体的業務（領域）の充実化と分掌業務との明確化を図ります。そのための２本立てなんです』との説明により、

了承に至ったようである。終了後、ある職員から『事務の仕事って本当はそうなんですね～』との問いかけに、『そう正式になるように頑張ってます』と返答しておいた。認知・定着は未だ未だこれからであるが、お互いの仕事内容を十分理解したうえで、始めて本当の協力協働が成り立つのではないだろうか？

	とりくみの結果、何がどうなったか
	今回のとりくみは評価制度を逆手にとった手法であまり好ましいことではないのかもしれないが、シートの提出を求められているのは現に事実である。

とりあえず了承されたということで、北栄小は次年度から２本立てである。

職員の各種手続き、届出など、各自が今まで以上に意識を持つことや、事務職員に対する見方の変化を少しずつであるが期待したいところである。

	とりくみの感想など
	現在の状況下で、定型業務（処理業務）に依存することは危険極まりない。

北海道においても『道立校支援室』や支庁再編による局の統廃合、それによる給与・旅費の道への一元化など、もはや対岸の火事の話ではなくなっている。

学校事務職員は学校にいてこそ学校事務職員である。学校現場に十分根ざし、全ての学校職員・保護者・地域との協力協働を基盤とした学校づくりのため、よりいっそう領域実践をすすめる必要がある。北海道には幸い緒先輩方が築き上げてきた優れた実践事例などがあることから、それを財産としつつ、更に認知・定着を図るための日常実践を充実させ、深化・発展を目指した、領域の集団的展開である学校間連携をすすめるべきである。

なお、今回の２本立て運営計画のとりくみは、直接的には領域実践に当てはまらない。しかし、領域の更なる実態化を図る意味では記述のとりくみも重要となるのではないでしょうか？


二本立て運営計画のとりくみなのですが、領域実践とは深い関わりがあるので、掲載させていただきます。（事務局）
